














 附「良殿―円海」 ・ 「良含―円海」 「思融―円海」―
　
旧著『日本中世の説話・書物のネットワーク』において
















る円照門下の「円光」 「円光房」 「良含」であるということ、その門下に「八坂寂仙上人遍融（ 『七天狗絵詞』撰者のひとり） 」や「覚道房円海」がおり、その覚道房円海が根来寺清浄金剛院五坊良殿と 互為師資儀」と注記される相承をうけた遁世上人であったことは、既に指摘しているので省略する。　
甲田宥吽氏が「徳治二年（一三〇七）に白亳院静基の口
説を記した血脈鈔（続真




































寺戒壇院系律との関係を思融譲渡以降において檀那の離反など芳しいものではないように解釈されたが、 『円照上人行状』下に記すように、 「泉州家原寺佛法大徳 以彼寺院、施与照公…上人後譲之勝鬘院円珠上人、彼之門人、于今興□、□通密教、敷演台宗」との記述の通りであろう。その「于今」は、凝然によれば『円照上人行状』の成る正安四年（１３０２）三月六日頃に係るか、と考える。別の箇所で「仍照公上人、以知足院、委付爾公、令興行之、圓學上人雖非受戒弟子、化導興隆、偏投照公門下 仍以上宮王院、付之令興、八幡大乗院雖付海 々々捨之、不住持焉、家原寺付圓珠大徳、大悲院付良敏大徳 而檀那不用 寄付他人、金山院任檀那意 不付門 ……」 （ 『円照上人行状』下）との記述があり、 「八幡大乗院雖付海公、 々捨之、不住持焉、 」と「大悲院付良敏大徳 而檀那不用 寄 他人、金山院任檀那意、不付門人、……」との間に挟まれた「家原寺付圓珠大徳、 」を「海公捨之、不住持焉」 「檀那不用、寄付他人」などの記述に引かれて解釈したも の如くであるが、 「知足 」や「上宮王院」などの「化導興隆 「付之令興」の例を参照すれば 各 院の個々で完結 ている記述である。 「譲之勝鬘院円珠上人」後の家原寺は、その門下が戒壇院系 律 軸に「□通密教、敷演台宗 という





































































































毫院」に縁を持つ僧侶は、白毫院長老とも称される円光房良含を措いて他にいない。東寺観智 蔵『秘抄聞書表題』の表紙見返し 「第十七帖奥云」として「此抄者円光上人良含」とあるが、 良含」の右傍に「 「白毫院」との肩書きがある。　
即ち、凝然の認める「戒壇院門下」で悉曇の学匠「白毫





















円光上人者在世弘安年中比歟、真言之事相教相奥義東寺小野広沢山門穴太流者小川承澄僧正弟子也、 三井流又同兼学之悉曇即小川承澄 也、惣而自他研学十余流云々 」頁５８３
　　
この一点の詳細な解題は櫛田氏の『続真言密教成立過程
の研究』頁５５２に尽きるが、この度の論究に重要な一事実のみ簡略に指摘しておく。 「岩藏寺円光」という悉曇の学僧に言及されたが、勿論、洛陽東山大谷口白毫院長老円光上人と故岩蔵寺大円上人とは別人で、大円上人 所望より白毫院長老円光上人良含が制作したものが、 『悉曇秘蔵抄』であり、弟子の眞達が記した識語は「本末一部四巻抄也」までであろう。　
良含と大円上人「良胤」との間柄は、 「良胤」からの口
授を受ける一方 良含に注釈書 制作を所望することの出来るほどのものであったことが知られる（ 『円照上人行状』などを補強する資料、 「 『沙石集』論―円照入寂後の戒壇院系の学僧たち―」 〈 『実践国文学』
81号所収〉 参照。 『塵袋』 ・ 『埃












２０１１ ・ ３） がある。 延慶本奥書 ・ 応永書写 『平家物語』
の伝来逓蔵関係を解明しうる極めて重要な手がかりを提供するばかりか、鎌倉時代後期から室町にかけての堺・泉州という地域に決定的であった「 （文字資料の）空白」を埋める聖教類を数多く含むものである。ここには 〈延慶本奥 ・応永書写『平家物語』と根来寺〉に連関するいくつ の点に限り覚え書きを記すが、多くは以下の報告論文 よるものである。ａ
 宇都宮啓吾氏「資料紹介：智積院新文庫蔵『管見抄』
 


















































































































































と記す。既に良殿の門下 「有厳」 の書写奥書で指摘した （牧野「熊野本地譚の一側面」 『中世文学』
25号、１９８０・
12参照）が、ほぼ良殿・順継などの活躍期に葛城修験の往







































































































































































いて誠に興味深く且つ極めて重要な資料の発見の報があり、その詳細な紹介は、以下のよう ものであった。　「智積院新文庫に所蔵される『管見抄』 （以下、 智積院本）について検討して行く。 本は装幀が粘葉装 、料紙共紙表紙。料紙は楮紙打紙（素紙）が使用されている。外題は無く、巻首に各帖「管見抄一／文集一」 ・ 「管見抄二／文集二」 「管見抄四／文集四」 第五帖は中途 み）とある。法量は、第一帖が八丁（表紙含む）で縦二十二 ・一㎝×横十五 ・ 七㎝、第二帖が二丁（表紙含む）で縦二十二 ・ 三㎝×横十五 ・ 六、第四帖が二丁（表 含む）で縦二十二 ・ 一㎝横十五 ・六㎝、第五帖が二丁で縦二十三 ・一㎝×横 五 六
㎝。各帖とも一面七行で押界が施されている（第一帖：界高二十 ・二㎝、界幅二 ・〇㎝／第二帖：界高二〇 ・三㎝、界幅二 ・〇㎝／第四帖‥界高十九 ・一㎝、界幅二 ・ ㎝／第五帖：界 十九 〇 ・○㎝） 。 」　
ということである。さらに宇都宮氏は続けて























































































文庫蔵『管見抄』 （重４ ・ １）九帖について若干の問題点を掲示しておく。今後の詳細な細部に亘る比較検討が期待される。国立公文書館内閣文庫蔵『管見抄』 （重４ ・ １）九帖甲筆：第１ ・ ２帖乙筆 ： 第５ （内題 「管見抄
　
六」 ） ・ ６ （ 「管見抄
　




丙筆：第３ ・ ４（ 「管見抄
　












 ：縦二十一 ・ 九㎝×横十五 ・
五㎝
 ―
 縦二十二 ・ 一㎝×横十五 ・
七㎝
第２（二）帖（首欠）
 ：縦二十一 ・ 九㎝×横十五 ・
四㎝
 ―





 ：縦二十一 ・ 五㎝×横十五 ・
三㎝
 ―




：縦二十一 ・ 六㎝×横十五 ・ 四㎝
 ―
 縦二十二 ・ 一㎝×横十五 ・ 六㎝
第５（六）帖
 
：縦二十一 ・ 八㎝×横十五 ・ 三㎝
第６（七）帖
 
：縦二十一 ・ 八㎝×横十 ・ 五㎝
第７（八）帖（首欠 ：縦二十 ・ 五㎝×横十五 ・ 二㎝第８（九）帖
 
：縦二十一 ・ 六㎝×横十五 ・ 五㎝
第９（十）帖
 
：縦二十一 ・ 八㎝×横十五 ・
二㎝
内閣文庫蔵本の各 は、明らかに天地を裁断、幅も裁断したもの、従って、次のようなケースも出てくる。横点線箇所で内側に折り込んであり、 「巻十／五律詩」は同筆墨である。虫穴の詳細な照合など、第９（十）帖表紙については、更なる検討が必須となった。 



























「巻九の「永仁三年六月十七日未刻、関東田中坊に於いて、筆を馳らせ了る（後略） 」の朱筆奥書が北条実時の創建した称名寺の住僧・円種の筆跡であることなどから、そ 撰者を北条実時とする見解は十分尊重さ 良いであろう。 」「円種とは、実時寄進 『宋版大蔵経』に加点・校合した天台・華厳兼学の学僧で、文永年間中国に渡海し、数多の印刷経論を持ち帰った人であ 。 」 （ 『よみがえる中世―鎌倉北条氏の遺宝―』 平成二年十月 ・ 神奈川県立金沢文庫刊） 。筆者説Ｂ：佐保切（ 『文彩帖』所収『古文孝経』断簡ほか）＝同筆公文書館蔵永仁三年写『管見抄』 （数手 内の一手、第三 ・ 四（ 「管見抄
　
五」 ） ・七 ・ 九（ 「管見抄
　
十」 ）帖）























ところで、 宇都宮氏 「資料紹介 ： 智積院新文庫蔵 『管見抄』






























薄茶色扇面文様古表紙（二〇 ・ 〇×一四 ・ 七糎） 、 外題「貞
観政要巻第四」 、粘葉装。糞紙、両面書。本文首題「貞観政要巻第四
　
史臣呉兢撰」 。字面高さ約一六 ・ 五糎、毎半菓
六行、毎行二二字。朱筆句点・ヲコト点 墨筆訓点・四声濁点を附す（巻四は朱点がない） 。菅家本と称され、同じ六行二二字の室町末写本一〇巻をかつて内藤虎次郎 （湖南）氏が蔵し、またそれを文化六年（一八〇九）に菅原長親が
― 32 ―
重紗した本の転写本が数本あることが知られていたが、巻四 ・五 ・六はこの本がそれらの原本であろうと推定される。本文も現存最古の刊本の元の曳直の集論本の系統の明刊本とは異同が少なくなく、唐抄 の旧系を残すテキストであるとされている。原田種成氏によれば（貞観政要 研究
　

















応永書写『平家物語』四周の書物ネットワーク―東アジア〈から〉 の経路―」 の一部に若干の加筆を試みたものであり、近時開催された説話文学会和歌山例会（テーマ「 〈根来寺〉の輪郭―空間・資料・人―」 〈２０１３・
12・８、於和歌
山大学）における牧野報告「 〈根来寺〉四周と延慶本『平家物語』―その「往還」の試み の基礎となる領域の研究である。 『説話文学研究』次号所収予定稿を併せ参照願えれば幸甚である。刊刻の面より追尋した「日本中世鎌倉前中期の寺院におけ 出版―その背景と逓蔵過程の一、 二の事実―」 （ 『アジア遊学』近刊号所収）も関連するものである。　
なお、本稿は、科学研究費〈基盤
（B）〉課題番号（２４６
 
５０４９） 助成による研究成果である。
